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■策定した BCP のポイント 

・取引先の信頼を得るのみならず、自社事業の社会的な責任の大きさも考慮した方針のもと

BCP の策定を推進している。 

 

Q.会社の概要を教えてください。 

当社は、切削や研磨など機械加工を営む千葉県松戸市に立地する製造業の企業です。 

 

Q.策定した BCP の概要を教えてください。 

当社の製品は、災害時にニーズの高まる建設用の車両などに使用される部品です。このた

め、当社が災害により事業継続できなくなった場合、当社の製品を使用している建設用車両

のメーカーも事業を継続できなくなり、その結果、災害発生直後に必要とされる建設用車両

の流通にマイナスの影響を与えてしまいます。社会的な責任を果たす観点から、そのような

ことはあってはならないと思い、BCP を策定しました。 

安否確認システムの導入・訓練の実施や、非常食の備蓄、緊急連絡先の整備などを進めて

います。 

 

Q.BCP 策定過程で苦労したことは何ですか？ 

まだ継続して策定取組を推進しているところですが、1 つにはまだ計画に落とし込めてい

ない課題の解消が大変だと感じています。具体的な例としては、代替生産先の確保です。被

災したことにより、通常より生産能力が半減してしまった場合、その減少分を別会社に依頼

するなどして代替生産する必要があります。しかし、代替生産先を確保するといっても、競

合にならない先で、かつ遠方に立地している先など条件が色々とあり、見つけ切れていない

ことに BCP 策定の大変さを感じています。 

 

Q.現状、計画に基づき具体的に行っていることは何ですか？ 

安否確認訓練を年 2回定期的に行っています。さらに、不定期なものも実施しています。

それ以外には非常食の備蓄品の棚卸や、ポータブル電源の起動確認なども行っています。ポ

ータブル電源については、訓練をマイルストーンとして、訓練のタイミングまでにフル充電



とすることも行っています。 

 

Q.日常業務で BCP を策定した効果はありますか？ 

当社では各従業員にタブレットを配布していますが、配布しているだけでは活用がされ

ない状況も散見されました。ところが、BCP の策定と同時に、安否確認システムの訓練も定

期的に行われるようになり、その結果、安否確認訓練の回答をタブレットで行う従業員が増

えたことで、タブレットの活用の度合いが全体的に高まりました。安否確認訓練をきっかけ

として、タブレットを本業の効率化に役立てる従業員が増えたのです。 

 

Q.BCP を今後会社の企業経営にどう生かしたいですか？ 

先ほども申し上げたとおり、当社の事業は社会的な責任を負っているため、取引先の信用

を得ることは勿論のこと、災害発生時にも事業を継続することで、社会的な責任を全うする

ことに活かしていきたいと考えています。 

 

  



 

 


